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フェムト秒パルスを用いたレーザーアブレーションは熱影響の少ない高品質なレーザー切断を

可能とする手法として基礎・応用の両面から盛んに研究がおこなわれている。なかでもレーザー

アブレーションの過渡過程は高温（数千K）・高圧（> 10 GPa）の極限的状態において、光の場

からエネルギーを受ける電子・プラズマ系とそれらにより駆動される格子-原子・イオン系が非

平衡・多成分・多階層系として相互作用する、挑戦的かつ未解明な研究課題である。レーザーア

ブレーションにより物質が破壊に至る過渡過程は、TOF-MSを用いたアブレーション状況下での

温度分布の推定[1]やフェムト秒イメージングや時間分解X線回折分光による融解、噴出過程の撮

像[2,3]を通して研究されてきたが、サブピコ秒のタイムスケールで電子系から格子系へ如何にエ

ネルギーが散逸し、如何に結合の切断に至るのかということに関する実験的な知見は未だ得られ

ていない。本研究ではサブピコ秒からピコ秒の時間スケールにおけるアブレーション過程を直接

測定することを目的として、電子・イオンの放出にともなう電磁波の実時間波形を電気光学サン

プリング法を用いて測定した。

図に実験の概念図を示す。

フェムト秒レーザーパルス照射

によるアブレーションに伴い電

子やイオンが放出されると、こ

れらは時間変化する電流源とし

て電磁波を放射する。放射され

た電磁波は電子とイオンのダイ

ナミクスを反映している。講演

では実時間波形測定により得ら

れたピコ秒時間領域でのアブ

レーションのダイナミクスにつ

いて議論する。 Fig 1. Schematics of the electromagnetic radiation from laser ablation
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